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A-QOAスコアシート

ID： 氏名: 様 観察者:

年齢: 歳 性別: 男 女 観察した活動: （活動コード:              ）

疾患名： 観察日時:　　　  　    　　年　　　　　月　　　　　日 　 　　  時　　　分～　　　時　　　分

観察場所: 主に関わっている人 集団の数　　　　　 人
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2 . 1 2 3 4
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20 . 1 2 3 4
1 点 × 個 ＝ 点

21 . 1 2 3 4 2 点 × 個 ＝ 点

3 点 × 個 ＝ 点

4 点 × 個 ＝ 点
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活動から喚起される
感情を他者と共有する

発語の流暢さがある

回想する

有能感を得る

活動が円滑に
進むように工夫する

活動の結果として
満足感を得る

合計点

活動の対象に
視線を向ける

活動の対象に
体を位置付ける

活動を開始する

一緒に協調して
活動する

活動に関係した知識・
技術を教える

他者に意思を
伝える

他者を思いやる

活動に集中する

活動に関わる
知識や技術を示す

活動中に内容を
選択する／好みを示す

活動を継続する

次の活動への
意欲を示す

笑顔が見られる

高揚する

活動を通して
交流する

対象者にとっての意義 1
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活動の質を高める20の支援ポイント

活動の選択 興味・関心のある活動を選択する □

心が動く活動を選択する □

身体・認知機能に合った活動を選択する □

能力に合わせて調整できる活動を選択する □

活動時の環境調整 快適な環境にする □

集中できる環境にする □

活動しやすい姿勢になるように設定する □

メンバー構成を考える □

活動の開始 無理強いしない □

機能や関心に合わせた活動の準備を行う □

活動の見通しを伝える □

主体的に活動内容や方法を選択できるようにする □

活動を行う手がかりを提供する □

活動中 心が動く交流が促進されるように関わる □

失敗しないような手掛かりを提供する □

認められるような機会を作る □

一人ひとりに目を配り、適時、個別に関わる □

活動後 賞賛される機会を作る □

発見したことを他スタッフや家族に伝える □

生活の中にQOAの高い活動（方法）を組み込む □

A-QOAの点数に影響を与えたと考えられる要因

今後の計画
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問題あり
改善を検討

許容できる水準
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